


　令和２年第１回定例会は、２月１９日から３月２４日までの３５日間の会期で開催し、市長

から提出された議案２８件を慎重に審議しました（提出議案の一覧は８ページに掲載）。

　また、３月６日、９日、１０日、１１日には、会派代表者等による市長の市政運営方針に対

する質問及び議案に対する質疑が行われました（主な質疑・質問は３から６ページに抜粋して掲載）。

　なお、今定例会では新型コロナウイルス感染防止のため、「マスクの着用」、「こまめな換気」、

「入室時のアルコール消毒剤での手洗いの徹底」等の対策をとって運営をいたしました。

（対前年度比　1,491,685 千円　5.6％増）



問　

社
会
的
居
場
所
づ
く
り

事
業
補
助
金
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

全
て
の
世
代
の
方
々

に
食
事
や
団
ら
ん
な
ど
を
通

し
て
安
全
で
安
心
し
て
過
ご

せ
る
社
会
的
居
場
所
づ
く
り

を
行
う
団
体
や
グ
ル
ー
プ
に

対
し
て
運
営
経
費
等
の
補
助

を
行
う
も
の
で
、
ひ
き
こ
も

り
の
高
齢
者
や
子
ど
も
の
貧

困
等
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　

ど
の
よ
う
な
活
動
が
補

助
対
象
と
な
る
の
か
。

市
長　

子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
で
あ
る
子
ど
も
食
堂
の

問　

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
行
う
支
援
内
容

に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
相
談
等
を
行
い
、

個
別
の
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成

し
て
関
係
機
関
と
連
携
し
た

支
援
を
行
う
な
ど
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
実
施
す
る
。

問　

母
親
の
心
身
回
復
の
た

め
の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

家
族
等
か
ら
家
事
や

育
児
に
関
し
て
十
分
な
援
助

が
受
け
ら
れ
な
い
母
子
に
対

運
営
や
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
独
居
高
齢
者
へ
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
と
い
っ
た

活
動
を
想
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
補
助
金
を
利
用
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が

新
た
に
創
設
さ
れ
る
こ
と
も

期
待
し
て
い
る
。

要
望　

以
前
か
ら
提
案
し
て

き
た
子
ど
も
食
堂
な
ど
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
支
援
を
必

要
と
す
る
方
々
に
向
け
た
社

会
的
居
場
所
づ
く
り
の
取
り

組
み
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

し
、
心
理
的
ケ
ア
や
育
児
サ

ポ
ー
ト
等
を
行
う
産
後
ケ

ア
事
業
を
開
始
す
る
。
ま
た
、

産
後
鬱
の
予
防
や
新
生
児
へ

の
虐
待
予
防
等
を
目
的
に
産

婦
健
診
事
業
も
開
始
す
る
。

要
望　

産
後
に
不
調
と
な
る

お
母
さ
ん
が
多
く
お
ら
れ
る

た
め
、
以
前
か
ら
要
望
し
て

き
た
事
業
の
開
始
に
感
謝
す

る
。
特
に
産
後
一
年
は
母
親

の
心
身
ケ
ア
と
愛
着
形
成
に

は
大
切
な
時
期
な
の
で
寄
り

添
っ
た
支
援
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。



問　

市
長
に
就
任
さ
れ
て
３

年
が
経
つ
が
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ま
れ
た
施
策
と
そ
の
評

価
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

特
に
強
い
思
い
を

持
っ
て
進
め
た
の
は
、
子
育

て
を
応
援
す
る
環
境
づ
く
り

に
関
す
る
施
策
、
教
育
環
境

の
充
実
に
関
す
る
施
策
、
市

民
の
安
全
を
守
る
施
策
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
一

定
の
評
価
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

問　

市
長
任
期
の
最
終
年
度

で
あ
る
令
和
２
年
度
の
取
り

問　

柏
原
市
手
話
言
語
条
例

の
内
容
を
問
う
。

市
長　

聴
覚
障
害
者
の
方
々

が
手
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
権
利
を

有
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ

の
権
利
の
尊
重
を
基
本
理
念

と
し
、
市
の
責
務
、
市
民
及

び
事
業
者
の
役
割
を
明
ら
か

に
し
て
、
手
話
へ
の
理
解
促

進
や
普
及
、
手
話
を
学
ぶ
機

会
の
確
保
な
ど
推
進
す
る
基

本
施
策
を
定
め
て
い
る
。
さ

ら
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
手

話
に
親
し
み
、
学
ぶ
機
会
を

問　

府
道
本
堂
高
井
田
線
青

谷
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
に
お

け
る
市
の
認
識
を
問
う
。

市
長　

大
阪
府
に
お
い
て
平

成
４
年
に
一
部
事
業
着
手
さ

れ
た
が
、
平
成
24
年
３
月
の

大
阪
府
都
市
整
備
中
期
計
画

で
令
和
２
年
度
ま
で
事
業
が

休
止
と
な
っ
て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
青
谷
バ
イ
パ
ス
は

災
害
発
生
時
の
復
旧
活
動
な

ど
地
域
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
路
線
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

事
業
再
開
に
向
け
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

組
み
を
問
う
。

市
長　

健
康
づ
く
り
に
関
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

立
ち
上
げ
、
西
名
阪
自
動
車

道
ス
マ
ー
ト
IC
設
置
に
関
す

る
協
議
な
ど
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
ま
ち
と
な
る
よ
う
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

要
望　

ス
マ
ー
ト
IC
設
置
は
、

大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
以
前
よ
り
我

が
会
派
も
強
く
要
望
活
動
を

行
っ
て
き
た
の
で
実
現
に
向

け
て
の
尽
力
を
お
願
い
す
る
。

図
る
こ
と
も
定
め
て
い
る
。

要
望　

手
話
に
対
す
る
理
解

の
促
進
や
手
話
の
普
及
は
、

聴
覚
障
害
者
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
多
く
の
方
々
の
ご
努
力
が
、

こ
の
度
の
柏
原
市
手
話
言
語

条
例
の
制
定
に
結
び
つ
い
た

こ
と
は
本
当
に
う
れ
し
く
思

う
。
今
後
は
、
子
ど
も
た
ち

を
初
め
多
く
の
方
々
が
、
手

話
に
関
心
を
持
ち
、
理
解
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
一
歩
一
歩

着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

市
長　

府
に
対
し
て
事
業
再

開
の
要
望
活
動
を
粘
り
強

く
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、

防
災
の
観
点
か
ら
必
要
な
事

業
で
あ
る
た
め
令
和
２
年
度

策
定
予
定
の
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
に
位
置
づ
け
る
な
ど
、

整
備
の
必
要
性
や
機
運
を
高

め
て
い
き
た
い
。

要
望　

府
に
対
し
て
、
防
災

の
観
点
も
踏
ま
え
た
青
谷
バ

イ
パ
ス
整
備
事
業
の
効
果
等

を
明
確
に
示
し
た
上
で
強
く

働
き
か
け
を
行
い
、
事
業
が

前
進
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

■全日本ろうあ連盟
パンフレット⇒

■
青
谷
バ
イ
パ
ス
の
整
備
予
定
地



■
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
設
置
（
庁
内
）

■子どもの養育に関する合意書

問　

新
設
の
養
育
費
の
保
証

促
進
補
助
金
に
つ
い
て
問
う
。

答　

養
育
費
の
受
け
取
り
は

子
ど
も
の
重
要
な
権
利
で
あ

り
、
支
払
い
は
親
の
強
い
義

務
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る

契
機
と
す
る
た
め
補
助
制
度

を
創
設
す
る
。
具
体
的
に
は
、

当
事
者
が
保
証
会
社
と
養
育

費
保
証
契
約
を
結
び
、
保
証

料
の
支
払
い
を
本
市
が
補
助

す
る
こ
と
で
、
未
払
い
発
生

時
に
保
証
会
社
が
立
て
か
え
、

養
育
費
を
確
保
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
。
窓
口
に
は
母
子

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
市
の

関
係
部
署
が
連
携
し
て
、
市

民
の
皆
様
に
的
確
で
わ
か
り

や
す
く
情
報
を
発
信
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答　

庁
内
対
策
会
議
に
お
い

て
、
情
報
の
収
集
及
び
共
有

を
図
り
、
市
民
の
皆
様
へ
の

迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
発
信

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

市
役
所
窓
口
業
務
を
初

め
と
す
る
庁
内
で
の
感
染
防

止
の
取
り
組
み
を
問
う
。

父
子
自
立
支
援
員
を
配
置
し

て
お
り
、
新
制
度
の
周
知
も

含
め
啓
発
や
相
談
、
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

要
望　

ひ
と
り
親
の
切
な
る

願
い
へ
の
迅
速
な
対
応
に
感

謝
す
る
が
、
保
証
会
社
を
通

じ
て
養
育
費
を
受
け
取
る
た

め
に
は
、
離
婚
時
に
公
正
証

書
等
の
法
的
根
拠
の
あ
る
書

類
が
必
要
と
な
る
。
離
婚
手

続
き
の
際
に
子
ど
も
の
有
無

の
確
認
を
徹
底
し
、
養
育
費

確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
細
や

か
な
支
援
体
制
を
要
望
す
る
。

答　

窓
口
業
務
の
職
員
に
は

マ
ス
ク
着
用
を
徹
底
し
て
い

る
。
ま
た
時
差
出
勤
制
度
の

活
用
、
庁
舎
内
で
の
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
の
設
置
や
定

期
的
な
換
気
を
行
っ
て
い
る
。

問　

感
染
拡
大
を
防
止
す
る

た
め
に
予
算
面
に
お
い
て
想

定
し
て
い
る
対
応
策
を
問
う
。

答　

予
算
措
置
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
補
正
予
算
で

の
対
応
を
想
定
し
て
い
る
。

要
望　

市
と
し
て
関
係
機
関

と
も
連
携
し
、
し
っ
か
り
と

し
た
対
応
を
お
願
い
す
る
。



問　

社
会
的
居
場
所
づ
く
り

事
業
補
助
金
に
つ
い
て
問
う
。

答　

自
宅
以
外
に
自
分
の
居

場
所
が
な
い
と
感
じ
て
い
る

全
て
の
世
代
の
方
々
の
相
談

支
援
や
交
流
の
場
の
提
供
な

ど
の
活
動
を
さ
れ
る
団
体
等

に
対
し
て
、
初
期
経
費
や
運

営
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

も
の
で
あ
る
。

問　

こ
の
補
助
制
度
に
よ
り

ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し

て
い
る
の
か
問
う
。

答　

支
援
が
必
要
な
方
々
が

安
心
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ

問　

公
共
施
設
廃
止
後
の
跡

地
の
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

答　

平
成
30
年
度
策
定
の
柏

原
市
公
有
財
産
活
用
基
本
方

針
に
基
づ
き
、
ま
ず
は
他
の

公
共
施
設
に
転
用
が
可
能
か

の
検
討
を
行
い
、
庁
内
で
の

活
用
が
見
込
め
な
い
場
合
は
、

公
共
性
の
高
い
事
業
で
の
民

間
へ
の
貸
付
け
等
を
検
討
し
、

い
ず
れ
の
方
法
に
も
活
用
で

き
な
い
場
合
に
は
売
却
に
よ

り
財
源
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

問　

か
し
わ
ら
認
定
こ
ど
も

園
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に

問　

小
・
中
学
校
教
育
振
興

事
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
関
連
機

器
等
賃
借
料
に
つ
い
て
問
う
。

答　

文
科
省
が
掲
げ
る
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実

現
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
基
づ

き
、
令
和
２
年
度
に
小
学
校

５
・
６
年
生
、
中
学
校
１
年

生
に
一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導
入
及
び
普
通
教

室
等
へ
の
大
型
掲
示
装
置
の

導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

令
和
３
年
度
以
降
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
計
画

を
問
う
。

け
る
居
場
所
が
地
域
に
も
っ

と
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
補
助
金
が
居
場
所
づ
く

り
活
動
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

要
望　

補
助
金
を
創
設
し
て
、

地
域
の
皆
様
が
気
軽
に
集
ま

り
や
す
い
居
場
所
づ
く
り
の

活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

は
大
変
に
意
義
深
い
こ
と
で

あ
る
。
今
後
は
、
財
源
の
確

保
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
中

学
校
区
単
位
で
の
居
場
所
づ

く
り
な
ど
切
れ
目
の
な
い
支

援
体
制
の
充
実
を
要
望
す
る
。

な
っ
て
い
る
柏
原
西
幼
稚
園

は
、
災
害
時
の
指
定
緊
急
避

難
場
所
で
あ
る
と
と
も
に
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
や
本
郷
・
大

正
地
区
唯
一
の
防
火
水
槽
が

備
え
ら
れ
て
い
る
地
域
の
防

災
拠
点
で
も
あ
る
が
、
今
後

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答　

防
災
機
能
の
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
関
係
課
と
十
分

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

要
望　

地
域
住
民
の
命
を
守

る
機
能
を
維
持
し
た
上
で
、

地
元
の
意
向
に
沿
っ
た
活
用

と
な
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

答　

令
和
３
年
度
に
中
学
校

２
・
３
年
生
、
令
和
４
年
度

に
小
学
校
１
年
生
か
ら
４
年

生
へ
の
導
入
を
考
え
て
い
る
。

要
望　

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が

整
備
さ
れ
、
令
和
時
代
を
生

き
る
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を

受
け
、
未
来
を
生
き
る
力
を

育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

教
員
の
指
導
に
対
す
る
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
教
育
委
員

会
と
学
校
現
場
が
協
力
し
て

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。



「緊急防災・減災事業債」の事業期間延長を求める意見書

　地方公共団体の議会は、当該地方公共団体の
公益に関することについて、上記にある、今定
例会において可決されたような「制度を継続し
てほしい」といった要望や見解を、国会や関係
行政庁に対し表明することができます。
　そのための文書を「意見書」といい、意見書
の提出は、地方自治法第 99 条で規定された議
会の意見表明権です。

【地方自治法第９９条】
　普通地方公共団体の議会
は、当該普通地方公共団体
の公益に関する事件につき
意見書を国会又は関係行政
庁に提出することができる。

　近年、全国各地で多発する地震、台風、豪雨等による自
然災害により、地域住民の生活に甚大かつ深刻な被害を及
ぼしている。このような災害リスクから生命と財産を守る
ためには、継続的に防災・減災の取り組みを続けていく必
要がある。
　本市においては、厳しい財政状況の中、地方財政措置が
取られている「緊急防災・減災事業債」を活用して、着実
に進めているところであり、今後も避難所の空調設備の整
備などの防災・減災対策に取り組んでいくにあたり、本制
度の継続が極めて重要となる。
　しかしながら、「緊急防災・減災事業債」は、その事業期間が令和２年度までと
されており、このまま事業期間が終了すると、本市を初めとする多くの地方公共
団体の今後の取り組みに支障を来すのではないかと大変危惧するものである。
　よって、国においては、地方公共団体が、引き続き、着実に防災・減災対策に
取り組めるよう、「緊急防災・減災事業債」が令和３年度以降も継続されるととも
に、より一層の地域の実情に沿った制度となるよう強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和２年３月２４日 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府柏原市議会

【送付先】内閣総理大臣・総務大臣・国土交通大臣・衆議院議長・参議院議長

令和２年第１回定例会において意見書が全会一致で可決され、国会及び関係行政庁
に送付しました。
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報告第 1 号 専決処分報告について（損害賠償の額の決定及び和解について）報告 － － － － － － － － － － － － － － －

議案第 1 号 令和２年度柏原市一般会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 2 号 令和２年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 3 号 令和２年度柏原市国民健康保険事業特別会計（施設勘定堅上診療所）予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 4 号 令和２年度柏原市介護保険事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 5 号 令和２年度柏原市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 6 号 令和２年度柏原市市立柏原病院事業会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 7 号 令和２年度柏原市水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 8 号 令和２年度柏原市下水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 9 号 工事請負契約の変更について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第10号 市道の路線認定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第11号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第12号
地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例の制定について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第13号
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部改正について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第14号 非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第15号 柏原市森林環境譲与税基金条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第16号 柏原市手数料条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第17号 柏原市こども医療費の助成に関する条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第18号 柏原市手話言語条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第19号 柏原市国民健康保険条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議案第20号 柏原市立堅下北スポーツ広場条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第21号 令和元年度柏原市一般会計補正予算（第７号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第22号 令和元年度柏原市一般会計補正予算（第８号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第23号 令和元年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第24号
令和元年度柏原市国民健康保険事業特別会計（施設勘定堅上診

療所）補正予算（第１号）
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第25号 令和元年度柏原市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第26号 令和元年度柏原市市立柏原病院事業会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第27号 令和元年度柏原市一般会計補正予算（第９号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３月議会の議決結果

議
長

市立柏原病院への「再検証」要請を

撤回し、地域医療の拡充を求める

意見書の採択を求める要請書

×
討

月　　日 会　議　名 内　　容

6月  1日（月） 本 会 議 議案説明

6月15日（月） 本 会 議 個人質疑・質問

6月16日（火） 本 会 議 個人質疑・質問

6月18日（木） 総務産業委員会 付託議案審査

6月19日（金） 厚生文教委員会 付託議案審査

6月25日（木） 本 会 議 委員長報告・採決

※会議は午前10時から始まります。※会議の日程は、新型コロナ
ウイルス感染症への対応等により変更する場合があります。

令和２年第２回 定例会 （予定）

・議長は全ての議案に対し賛否を表明しません。　・討論を行った議員は「討」と表記しています。
・賛成の場合は「○」、反対の場合は「×」、議決不要案件は「－」と表記しています。
・会派に属さない議員は「個人」と表記しています。

・議長は全ての議案に対し賛否を表明しません。　・討論を行った議員は「討」と表記しています。

陳 情 等

この陳情等は、「議長預かり」となりました


